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古琵琶湖層群の植物相の変遷

木田千代美＊

れたメタセコイアMerase9"oja, スイシヨウ

Glyptostrob"s,セコイアSe9uoja, オオバタグルミ

JuglanScmereavar.megacmeI石a"オオバラモミPicea

ko"bai, フウLi9uidamberなどで構成されるメタセコ

イア植物群とミツガシワMellya""]esmiblia",チョウ

センゴヨウPinuskomiensiSなどの第四紀寒冷型の植物

群で特徴づけられる（古琵琶湖団体研究グループ，

1977,1981,1983,1992).伊賀累層，上野累層，阿山累

層，甲賀累層，蒲生累層からは， メタセコイア植物群

が見られ，それらの構成植物の減少とともに，蒲生累

層，草津累層からは，第四紀型の寒冷気候を示す植物

が混在し，堅田累層ではメタセコイア植物群が見られ

ないとされる（市原ほか， 1988．林， 1974)．

最近，高島累層の層序については，その一部が古琵

琶湖層群とは別の独立した小盆地に堆積した上部鮮新

統（畑層）である（木谷ほか， 1992）と指摘されたり，

下位の白土谷部層は，膳所累層下部に対比される（山

崎ほか, 1996)見解が出されている． 白土谷部層から

は， メタセコイアの花粉化石が報告されており （山崎

ほか, 1996), メタセコイア植物群の消滅時期が堅田

累層下部になる可能性がでてきた．ただし，大型植物

化石として， メタセコイアはこれまで報告されていな

し、

はじめに

第四紀の日本列島における植物相や植生の変遷過程

は，これまでは主に気候変化と関連づけられて議論さ

れてきた．最近では，構造連動や氷河性海水準変動に

よる山地の隆起や水域の拡大縮小など地形環境の変化

も，植物の分布に大きな影響を与えたのではないかと

言われている（百原, 1993, 1996) .

琵琶湖周辺の近江・上野盆地に発達する古琵琶湖層

群は，鮮新統～更新統の河川や湖沼域に堆積した陸成

層である．地層中からは，貝類や魚類などの淡水生物

をはじめ，ほ乳動物や大型植物など陸上生物の化石が

豊富に産出する．古生物の埋積環境は，湖沼を中心と

した堆積盆地内に閉じられており，堆積物の供給先範

囲も限られ，古地形の変化にともなう生物相の変化が

対比されやすいと思われる．

本稿では，植物の変遷と植物の生育環境である湖周

辺環境の変化との関係について考察する．

地質および層序

古琵琶湖層群は，上野盆地周辺地域，湖東～湖南地

域，湖西地域にわかれて分布し，その積算層厚は1500

m以上に達する．礫・砂・シルト ・粘土層からなり，

鍵層となる100枚以上の火山灰層やしばしば亜炭層を

挟む．一般に北～北西に傾斜し，南から北にむかって

上位の地層が分布する．

層相に基づき下位から上野累層，伊賀累層，阿山累

層，甲賀累層，蒲生累層，草津累層，膳所累層，堅田

累層および高島累層に区分されている(Takaya,1963.

Yokoyamaeta1., 1977.Kawabe, 1989) .

植物相の変遷

市原（1960）で定義されたメタセコイア植物群は，

層序学的な意味を持つが，時代や地域によって違いが

見られる種組成や形状がをもつ植物相を示していな

い

下位の上野・伊賀累層下部から産出する主な植物化

石は，セコイアSe9uoiasemperV"℃n'S7 メタセコイア

Melase9"oiadisliCha,スイシヨウGI)prosim比spensiliS,

フウLi9IJidambariblmosa"a, ヌマミズキ属ﾉY)Assa, カ

リヤクルミ属Calya, チャンチンモドキ

aIoemSpondiasax加aIfS, クスノキ科Lauraceae, アカ

ガシ亜属Cj'clobaﾉanOpSiS, ヒイラギ属OsmaI]"]IJs, y

植物化石群

古琵琶湖層群における大型植物化石の報告は,Miki

(1938,1941,1950,1952,1955,1956)からはじまり，

Takaya (1963)によって，産出植物化石の層位的位置

づけがされた．

同層群の植物化石群は，市原（1960）で定義づけら

ChiyomiKida:ThefloralchangeoftheKobiwakoGroup

掌滋賀県立琵琶湖博物館

－7－



上野累層，阿山甲賀累層，蒲生累層，堅田累層か

ら産出する古植物相(Paleo-Flora)は，那須(1972)

による島ヶ原フローラ，甲賀フローラ，泉南・茨木・

高槻フローラ，西山フローラに相当すると思われる．

また，鈴木・那須(1988)による日本の鮮新一更新

統の植物化石分帯Meiase9uo"-GIJﾉpros"ob"s-M′ssa

zOne,Memse9uoia-JUgﾉanscmeIE"val..m"ac加e応a‐

RIglIsm/croca1pazone,Melase9uoia-JmfmdSh""ca-

Me"yan"】“〃"b/iala_pjn"sko"ie"s/szone,RIglJs

α℃"al"-.Ia""1""fb"a-nligadive応"b"azoneは，それ

ぞれ上野累層，阿山～蒲生累層，草津累層，堅田累層

上部の化石分帯に対比される．

次に，化石植物の層位分布を見ると，植物の出現と

消滅には以下のような傾向が見られる．すなわち，

個々の化石植物の層位分布は漸次的であるが，植物相

としては段階的な変化が見られる（表1）．

第1段階：約330万年前， フジイマツPinus血〃，

ヌマミズキ属Nys", カリヤクルミ属αJ:J'a,チャン

チンモドキα】OerospolldiasaX"/aris, クスノキ科

Laulaceae, アカガシ亜属CycﾉObaﾉanopsisなど，いわ

ゆる第三紀に繁茂した亜熱帯～暖帯性の植物が消滅す

る．

第2段階：約200万年～170万年前，セコイア

Seq"oiasempervirens , スイショウG/ypros"･obIJs

pensilis , フウLi9"idambal･fbm]osana , イチョウ

Gj"kgobilobaなど多くの種が消滅し，オオバラモミ

Pi""sko"bai , ﾋﾒパﾗﾓﾐPiceamaximowicz", ミ

ツガシワMenya"Ihes〃"bliara,ナンキンハゼSap血Im

sebi企"mval.'pﾉeiS"ceaeなど新たな種が出現している．

第3段階：約110万年前， メタセコイア

Meraseqllojadis"clla, イヌカラマツPscIIdoﾉa〃x

kaempfbIf, オオバラモミPimiskoribai, オオバタグル

ミ .Juglansc加eIもavar.megacineleaなどが消滅し，ツガ

乃IJgasiedold", オニグルミJIIgla"smands/1""cavar.

sieboldi"a, シキシマサワグルミPrerocalyapa"l"･Us,

ヒメブナFag"SmicI．ocarpa, シリブトビシTrapa

macmpo",チョウセンゴヨウP加"skomiensis, ミツ

ガシワPiceamaxjmowicz", シキシマハマナッメ

脳ﾉ加I･usmppo"/c"など現在の植物相とは異なる第四紀

の植物相を形成する．

古琵琶湖層群と層序対比ができる大阪層群において

も，段階的な植物相の変化があるl)後期鮮新世約

300万年前～250万年前， 2）鮮新・更新世境界の約

160万年前， 3）前期更新世後半約110万年前から

80万年前, 4)中期更新世後半約30万年前以降最終

氷期までの4回とされ(Momohara,1992, 1994),古

琵琶湖層群の場合もほぼ同時期に植物相の変化を示し

ている．

ゲ属BIIxIJsなどであり，ブジイマツ厨"“β伽，マン

サク科Disly/opsis属，水生植物のシキシマミクリ

SpaigamJmpmlqj"omα"刃，シキシマコウホネMIpher
akashiensjsなどの絶滅種を含む(Miki, 1941.奥山，

1981-1990.塚越・服部川足跡調査団, 1996) . これら

は，第三紀の植物群要素である落葉針葉・広葉樹と常

緑広葉樹で構成される暖帯型の植物相を示している．

阿山甲賀累層および蒲生累屑下部では， メタセコ

イアMemse9"oiadis"cha, トウヒ属Pjcea,モミ属

Abies, ツガ乃ugaronmdara, ネズコ刀]'ljasrandisﾉ】"，

ヒノキChamaecypajfSobluSa, フウLi9"idambal･

fbimosana,ハンノキAﾉ"'is.japomca,エゴノキSlymx

ﾉaponicaなど，暖温～温帯型の常緑針葉樹や落葉広葉
樹が産出している(Miki,1957.Takaya,1963.川辺，

1981) .上野累層で見られたヌマミズキ属Nyssa, 7b

リヤクルミ属CaIya, チヤンチンモドキ

CI]oeroSpondiaSaX"ﾉalfs, クスノキ科Laul･aceae, アカ

ガシ亜属Cycloba/anopsisなど暖帯型の植物相は見ら

れない．

蒲生・草津累層では，阿山・甲賀累層から引き続く

メタセコイアMelase911ojadis"clla, スイショウ

Glyprosrrob"spensi"s, フウLi9"idambaribrmosa",

ハンノキA〃]zIsj"onica,エゴノキsり'maxjmonicaなど

のほか，オオバラモミP加uskoribaj, イヌカラマツ

Reudoﾉa"xkaemp企㎡，オオバタグルミJ1Igl"scme"a

val..megacmerea, コナラ属Que'℃"S7 ヒメブナRIg"s

microcalpaなどが産出する．常緑および落葉針葉樹と

落葉広葉樹の混合林で温帯型の植物相を示す．蒲生累

層最上部以降ヒメバラモミPiceamaxjmoWicz", ミツ

ガシワMenyamhes〃/b/ialaなど寒冷型の植物もみら

れはじめる（古琵琶湖団研, 1983,山川, 1993,木田，

1994)． これらは，河川の後背湿地から丘陵地に繁茂

していたと考えられ，特に湖東地域では，愛知川化石

林（1993）に見られるような森林が形成されていた．

k位の堅田累層の大型植物化石は， これまで見られ

た第三紀の植物群要素であるメタセコイア

Melase9uoiadjslicha,スイシヨウGDPIosImbuspens"iS

などは産出せず， ツガTs"gas/edoﾉd", トガサワラ属

PselldorSIIga, オニクルミJuglansmandshI"･jcavar.

sieboﾉdiana, シキシマサワグルミPierocalyapa""r“，

ヒメブナRIguSmicrocalpa, シリブトビシTrapa

macrOpodaなどが産出する． またチョウセンゴヨウ
Pinuskoraiensis, ミツガシワMenyamhesiriib"alaなど

寒冷型の植物とシキシマハマナツメPaﾉ加ms

"jpponicIIsなど温暖型の植物が含まれる（林, 1974.
琵琶湖自然史研究会, 1983,1987) ,現在の植物相と異

なる第四紀の植物群要素であり，寒冷型と温暖型の植

物相が見られる．

－8－



表1 古琵琶湖層群産大型植物化石の層位分布
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考察

川辺(1994)による古琵琶湖の発達史（図1)と植

物相の変化（表l)を対比させると次のような関係が

ある．

約380万年前，三重県上野市大山田地域で浅い湖が

形成され，盆地内には河川が流入する沖積平野が存在

したが，その後，砂礫が湖を埋め立て，氾濫原が広が

る（上野～伊賀累層堆積期)．湖（大山田湖）環境か

ら氾濫原へとなる約330万年前，水生植物シキシマミ

クリSpaIganmmprorqjapomcIJm, シキシマコウホネ

Nupherakas/1iel]sisをはじめ， ヌマミズキ属町ssa, "

リヤクルミ属Caryaなどが消滅した．同時に気候の寒

冷化によりチャンチンモドキChoeroSpo"diasaX"ﾉa"s,

クスノキ科Lauraceae, アカガシ亜属q,cﾉobala"Opsisな

ど暖帯性植物も姿を消す．

約300万年前，再び大山田・阿山地域に安定した湖

が広がったが（阿山累層～甲賀累層堆積期)，次第に

浅く湿地化し， さらに鈴鹿山脈の上昇によって湖東地

域の陸化が進む（蒲生累層～草津累層堆積期)．蒲生

沼沢地群が広がる約200万年前～170万年前，河川の氾

濫が起きる沖積平野にはメタセコイアMefase9IJoia

dis"cha,ハンノキAﾉI7Usjaponicaのようなパイオニア
的な植物群落（百原ほか, 1993)が形成されていた．

陸化が進む地域では愛知川化石林が示すような森林が

繁茂し，平野部～丘陵部では針葉・落葉広葉樹の混合

林を主体とする暖温～温帯の植物相が存在していたと

考えられる． その中で，暖温帯のスイショウ

GI)PIoS"obuspensi/is, フウ"9"jdambarfbImoSanaなど

が消滅し， ヒメバラモミPiceamaximowicz", ミツガ

シワMenya"肋'esIIfib"a瞳などが出現する．

約1 10万年前（草津～堅田累層下部堆積期),鈴鹿山

脈の上昇に伴い沼沢地が埋積し，再び水域が現在の湖

西地域に広がりはじめる． これまで再度の寒冷化する

気候に生き延びていた暖温帯のメタセコイア

Merase9uoiadis"cha, イヌカラマツPseudoﾉa〃x

kaempた"などの植物も，適した生育地の縮小に伴い消

滅する．一方ではヒメバラモミPiceamaxjmowicz",

ミツガシワMe"ya"的es〃"b"ara,チョウセンゴヨウ

Pmuskomiensisなど約170万年以降出現し始めた冷温～

寒冷帯に適した植物相が形成される． またオオバタグ

ルミル21anscmereava[megacmereaからオニグルミ

JugﾉansmandshmCavar.sieboldianaへなど種の交代がみ
られる．

このように，古琵琶湖の堆積盆地が移動し，その中

で湖の誕生と消滅が繰り返えされてきた．植物の生育

地域が水域から陸域へあるいは逆に変化することは，

気候変化とともに植生および植物相を変化させると考

えられる． さらに，植生変化だけでなく植物の生存に

も影響する可能性をもつと思われる．

おわりに

以上のことから，植物の消滅および出現という植物

相の変化は，気候のほか生育地の環境変化も大きく関

与していると考えられる． このことを考慮し，今後花

粉化石のデータも加え，総合的に植物相の変遷や古植

生を考えていく必要がある．
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Abstract

Therelationbetweenthefloralandtheenvironmentalchangearoundpaleo-lakeBiwaisconsideredhomthelatePliocene

totheearlyPleistoceneKobiwakoGI･oup.Duringtheage, threetimesofthenoralchangeSocllueredstepwiSe : about

3.3Ma., thefirstpaleo-lakeintheOyamadaareawasdisappered,waterplantsincludingSpaIgani"mpl･otqjapo"ic"m,

Nmpl]el･akaShiensiSandwarm-temperateelementaiplantsincludingNyssasp.､QIIJ'asp.,Lauraceae,CyclobalanOpSiSsp.
wereextincted;2.0-1.7Ma.,afierthesecondpaleo-lakeintheAyamaandKogaareawasdisappel･ed,themarshandswamp

wereapperedwidelyintheGamoal･ea.ThepionnerplantassemblageincludingMemse9IIojadisticha,A/nusjaponica

existed.Then,walm-andMiddle-temperateelementalplantsincludingGI)ilﾌ[os"ol)IIspensilis,Li9uidambaribmTosanawere

extmcted,andcool-temperteelementalplantsincludingPiceamaximowiCzii,Menyamhes〃ガb"arawereexisted;l.1Ma.,the

widelymarshandswampwerebul･ied, thesedimentarybasinexpandedintheKatataarea.Someplantspecies including

Meiase9uoiadiSticha,PseudolarixkaemplbI becameextinct,cool-temperateelementalplantbecameincrease.Theexistence

andextinctionofplantisinnuencedbynotonlypaleoclimaticchaI唱ebutalsoenvironmentchange
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